
(57)【要約】

【課題】

　基台と蓋体との嵌合状態を強固にして、その維持を図

ることにより、配線・配管材の保護を確実にすることで

ある。

【解決手段】

　基台Ｖと蓋体Ｃとが嵌合されて、内部に配線・配管材

Ｐを収容して保護する保護カバーＡ1  と、前記基台Ｖと

蓋体Ｃとの嵌合状態を維持するための嵌合維持部材Ｍ1  
とから成る配線・配管材の保護カバー装置であって、前

記嵌合維持部材Ｍ1  を、基台Ｖと蓋体Ｃとの嵌合状態に

おいて、前記基台Ｖに対して蓋体Ｃを上方に押圧して、

前記嵌合状態を強固にするように構成する。

【選択図】　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
基 台 と 蓋 体 と が 嵌 合 さ れ て 、 内 部 に 配 線 ・ 配 管 材 を 収 容 し て 保 護 す る 保 護 カ バ ー と 、 前 記
基 台 と 蓋 体 と の 嵌 合 状 態 を 維 持 す る た め の 嵌 合 維 持 部 材 と か ら 成 る 配 線 ・ 配 管 材 の 保 護 カ
バ ー 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 嵌 合 維 持 部 材 は 、 そ の 蓋 体 押 圧 部 が 基 台 上 方 に 臨 む よ う に 該 基 台 に 取 付 け ら れ 、 基
台 に 対 す る 蓋 体 の 嵌 合 時 に は 、 自 身 の 弾 性 変 形 又 は 基 台 側 壁 部 の 弾 性 変 形 に よ り 前 記 蓋 体
押 圧 部 が 基 台 底 壁 部 の 側 に 後 退 し て 前 記 嵌 合 を 可 能 に し 、 前 記 嵌 合 後 は 前 記 蓋 体 押 圧 部 が
、 原 形 状 に 復 元 し よ う と す る 弾 性 復 元 力 に よ り 蓋 体 内 面 を 上 方 に 押 圧 す る 構 成 に な っ て い
る こ と を 特 徴 と す る 配 線 ・ 配 管 材 の 保 護 カ バ ー 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 嵌 合 維 持 部 材 は 、 基 台 に 取 付 け ら れ た 状 態 で 、 該 基 台 内 に 配 線 ・ 配 管 材 を 収 容 可 能 と
す べ く 、 そ の 上 部 が 開 口 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 配 線 ・ 配 管 材 の 保 護
カ バ ー 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 嵌 合 維 持 部 材 は 、 基 台 の 底 壁 部 に 当 接 す る 底 板 部 と 、 基 台 の 各 側 壁 部 の 内 側 に 配 設 さ
れ る 側 板 部 と 、 各 側 板 部 の 上 端 に 形 成 さ れ て 、 基 台 の 側 壁 部 の 上 端 に 係 合 す る 係 合 部 と 、
該 係 合 部 か ら 延 設 さ れ て 、 基 台 と 蓋 体 の 嵌 合 時 に お い て 前 記 蓋 体 の 天 壁 部 の 裏 面 を 押 圧 す
る 蓋 体 押 圧 部 と か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 配 線 ・ 配 管 材 の 保 護 カ バ ー 装
置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 嵌 合 維 持 部 材 は 、 そ の 下 面 が 開 口 し た 形 状 で あ っ て 、 弾 性 復 元 力 に よ り 前 記 蓋 体 の 天
壁 部 の 裏 面 を 押 圧 す る 蓋 体 押 圧 部 と 、 該 蓋 体 押 圧 部 の 両 端 に 延 設 さ れ て 、 前 記 基 台 の 側 壁
上 端 に 係 合 さ れ る 係 合 部 と 、 各 折 曲 係 合 部 に 連 設 さ れ て 、 前 記 基 台 の 側 壁 部 の 内 側 に 配 設
さ れ る 側 板 部 と か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 配 線 ・ 配 管 材 の 保 護 カ バ ー 装
置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 嵌 合 維 持 部 材 は 、 基 台 の 外 側 に 取 付 け ら れ る も の で あ っ て 、 弾 性 復 元 力 に よ り 蓋 体 の
天 壁 部 の 裏 面 を 押 圧 す る 蓋 体 押 圧 部 と 、 前 記 基 台 の 側 壁 部 の 外 側 に 配 設 さ れ る 側 板 部 の 下
端 に 連 設 さ れ て 、 基 台 の 外 側 面 に 形 成 さ れ た 被 係 合 部 に 係 合 さ れ る 係 合 部 と を 備 え て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 配 線 ・ 配 管 材 の 保 護 カ バ ー 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 嵌 合 維 持 部 材 は 、 基 台 の 開 口 を 覆 う 状 態 で そ の 外 側 に 配 置 さ れ て 、 弾 性 復 元 力 に よ り
蓋 体 の 天 壁 部 の 裏 面 を 押 圧 す る 蓋 体 押 圧 部 と 、 該 蓋 体 押 圧 部 の 両 端 に 連 設 さ れ て 、 基 台 の
両 側 壁 の 先 端 に 引 っ 掛 け ら れ る 引 掛 け 部 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 配 線 ・ 配 管 材 の 保 護 カ バ ー 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
基 台 と 蓋 体 と の 嵌 合 に よ り 内 部 に 配 線 ・ 配 管 材 を 収 容 し て 保 護 す る 保 護 カ バ ー で あ っ て 、
　 前 記 基 台 の 各 側 板 部 の 先 端 部 に は 、 非 変 形 状 態 で は 、 蓋 体 と 干 渉 す る と 共 に 、 蓋 体 と の
嵌 合 状 態 で は 、 前 記 側 壁 部 に お け る 嵌 合 部 よ り も 上 方 部 の 弾 性 変 形 に よ り 、 前 記 蓋 体 の 裏
面 に 当 接 し て 該 蓋 体 を 上 方 に 押 圧 す る こ と に よ り 両 者 の 嵌 合 を 強 固 と す る 押 圧 部 が 形 成 さ
れ て な る こ と を 特 徴 と す る 配 線 ・ 配 管 材 の 保 護 カ バ ー 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 押 圧 部 は 、 基 台 の 側 壁 部 の 先 端 部 に 斜 外 上 方 に 開 口 す る よ う に 断 面 略 Ｕ 字 状 に 形 成 さ
れ た 部 分 で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 配 線 ・ 配 管 材 の 保 護 カ バ ー 。
【 請 求 項 ９ 】
基 台 と 蓋 体 と が 嵌 合 さ れ て 、 内 部 に 配 線 ・ 配 管 材 を 収 容 し て 保 護 す る 保 護 カ バ ー の 嵌 合 状
態 を 維 持 す る た め の 嵌 合 維 持 部 材 で あ っ て 、
　 前 記 嵌 合 維 持 部 材 は 、 前 記 基 台 の 上 方 に 臨 む よ う に 該 基 台 の 側 壁 に 係 合 す る 係 合 部 と 、
前 記 蓋 体 の 内 面 を 上 方 に 押 圧 す る 蓋 体 押 圧 部 と を 備 え 、
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　 基 台 に 対 す る 蓋 体 の 嵌 合 時 に は 、 自 身 の 弾 性 変 形 又 は 基 台 側 壁 部 の 弾 性 変 形 に よ り 前 記
蓋 体 押 圧 部 が 基 台 の 底 壁 部 の 側 に 後 退 し て 前 記 嵌 合 を 可 能 に し 、 前 記 嵌 合 後 は 、 前 記 蓋 体
押 圧 部 が 原 形 状 に 復 帰 し よ う と す る 弾 性 復 元 力 に よ り 、 蓋 体 内 面 を 上 方 に 押 圧 す る よ う に
構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 嵌 合 維 持 部 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 基 台 と 蓋 体 と の 嵌 合 に よ り 組 み 付 け ら れ て 、 内 部 に 配 線 ・ 配 管 材 を 収 容 し て
保 護 す る 配 線 ・ 配 管 材 の 保 護 カ バ ー 、 保 護 カ バ ー 装 置 、 及 び 嵌 合 維 持 部 材 に 関 す る も の で
あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 エ ア コ ン 用 冷 媒 管 、 給 排 水 湯 管 、 ガ ス 管 等 の 配 管 材 、 或 い は 電 線 等 の 配 線 材 を 内 部 に 収
容 し て 保 護 す る 保 護 カ バ ー の 一 つ と し て 、 実 開 平 ３ － ９ ３ ６ ９ ３ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る
も の が あ る 。 こ の 保 護 カ バ ー は 、 基 台 と 、 こ れ に 覆 蓋 状 態 で 嵌 合 さ れ る 蓋 体 と か ら な っ て
、 前 記 基 台 の 両 側 壁 部 の 外 側 と 、 前 記 蓋 体 の 両 側 壁 部 の 内 側 と の 対 応 部 分 に そ れ ぞ れ 設 け
ら れ た 各 嵌 合 部 に よ っ て 、 基 台 と 蓋 体 と は 、 互 い に 嵌 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 保 護 カ バ ー の 使 用 例 の 一 つ と し て 、 内 部 に エ ア コ ン 用 冷 媒 管 を 収 容 し て 、 建
物 の 壁 面 に 取 付 け る 場 合 が あ り 、 屋 外 で の 長 期 間 の 使 用 に よ り 、 太 陽 熱 等 に よ っ て 基 台 又
は 蓋 体 が 熱 変 形 し た り 、 或 い は 何 ら か の 原 因 で 外 部 衝 撃 が 加 わ っ た 場 合 に は 、 蓋 体 が 基 台
か ら 外 れ た り 、 或 い は 長 手 方 向 に 沿 っ て ズ レ た り し て 、 内 部 に 収 容 さ れ て い る 配 線 ・ 配 管
材 が 露 出 す る ケ ー ス が あ り 、 そ の 保 護 が 確 実 で な か っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 基 台 と 蓋 体 と の 嵌 合 状 態 を 強 固 に し て 、 そ の 維 持 を 図 る こ と に よ り 、 配 線 ・
配 管 材 の 保 護 を 確 実 に す る こ と を 課 題 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 請 求 項 １ の 発 明 は 、 基 台 と 蓋 体 と が 嵌 合 さ れ て 、 内 部 に 配 線
・ 配 管 材 を 収 容 し て 保 護 す る 保 護 カ バ ー と 、 前 記 基 台 と 蓋 体 と の 嵌 合 状 態 を 維 持 す る た め
の 嵌 合 維 持 部 材 と か ら 成 る 配 線 ・ 配 管 材 の 保 護 カ バ ー 装 置 で あ っ て 、 前 記 嵌 合 維 持 部 材 は
、 そ の 蓋 体 押 圧 部 が 基 台 上 方 に 臨 む よ う に 該 基 台 に 取 付 け ら れ 、 基 台 に 対 す る 蓋 体 の 嵌 合
時 に は 、 自 身 の 弾 性 変 形 又 は 基 台 側 壁 部 の 弾 性 変 形 に よ り 前 記 蓋 体 押 圧 部 が 基 台 底 壁 部 の
側 に 後 退 し て 前 記 嵌 合 を 可 能 に し 、 前 記 嵌 合 後 は 前 記 蓋 体 押 圧 部 が 、 原 形 状 に 復 元 し よ う
と す る 弾 性 復 元 力 に よ り 蓋 体 内 面 を 上 方 に 押 圧 す る 構 成 に な っ て い る こ と を 特 徴 と し て い
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 基 台 に 対 す る 蓋 体 の 嵌 合 時 に は 、 嵌 合 維 持 部 材 の 弾 性 変 形 又
は 基 台 側 壁 部 の 弾 性 変 形 に よ り 、 嵌 合 維 持 部 材 の 蓋 体 押 圧 部 が 基 台 底 壁 部 の 側 に 後 退 し て
、 基 台 と 蓋 体 と の 嵌 合 を 可 能 に し て い る 。 ま た 、 基 台 と 蓋 体 と の 嵌 合 後 に お い て は 、 両 者
の 嵌 合 を 可 能 に す る た め に 弾 性 変 形 さ れ て い た 嵌 合 維 持 部 材 の 蓋 体 押 圧 部 が 原 形 状 に 復 帰
し よ う と す る 弾 性 復 元 力 に よ り 蓋 体 内 面 を 上 方 に 押 圧 す る 。 こ の 結 果 、 基 台 と 蓋 体 と の 嵌
合 状 態 が 強 固 と な っ て 、 こ の 嵌 合 状 態 が 長 期 に 亘 っ て 維 持 さ れ る 。 ま た 、 基 台 側 に 嵌 合 維
持 部 材 が 取 付 け ら れ て い る た め 、 施 工 中 、 或 い は 施 工 後 に お い て 、 基 台 か ら 嵌 合 維 持 部 材
が 取 り 外 れ な く な る と 共 に 、 基 台 に 対 す る 蓋 体 の 嵌 合 を 支 障 な く 行 え る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 嵌 合 維 持 部 材 は 、 基 台 に 取 付
け ら れ た 状 態 で 、 該 基 台 内 に 配 線 ・ 配 管 材 を 収 容 可 能 と す べ く 、 そ の 上 部 が 開 口 し て い る
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こ と を 特 徴 と し て い る 。 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 基 台 に 嵌 合 維 持 部 材 を 取 付 け た 状 態 に
お い て 、 該 嵌 合 維 持 部 材 の 上 部 が 開 口 し て い る た め に 、 そ の ま ま の 状 態 で 、 嵌 合 維 持 部 材
が 障 害 と な る こ と な く 、 基 台 内 に 配 線 ・ 配 管 材 を 収 容 で き る と 共 に 、 施 工 現 場 に 搬 入 す る
前 に 、 予 め 基 台 内 に 嵌 合 維 持 部 材 を 取 付 け て お く こ と が 可 能 と な っ て 、 施 工 現 場 に お い て
、 嵌 合 維 持 部 材 の 取 付 け を 忘 れ る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ の 発 明 に お い て 、 前 記 嵌 合 維 持 部 材 は 、 基 台 の 底 壁
部 に 当 接 す る 底 板 部 と 、 基 台 の 各 側 壁 部 の 内 側 に 配 設 さ れ る 側 板 部 と 、 各 側 板 部 の 上 端 に
形 成 さ れ て 、 基 台 の 側 壁 部 の 上 端 に 係 合 す る 係 合 部 と 、 該 係 合 部 か ら 延 設 さ れ て 、 基 台 と
蓋 体 の 嵌 合 時 に お い て 前 記 蓋 体 の 天 壁 部 の 裏 面 を 押 圧 す る 蓋 体 押 圧 部 と か ら 成 る こ と を 特
徴 と し て い る 。 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 嵌 合 維 持 部 材 が 上 記 形 状 で あ る た め 、 そ の 底 板
部 及 び 各 側 板 部 が 、 基 台 の 底 板 部 の 内 面 及 び 各 側 板 部 の 内 側 面 に そ れ ぞ れ 当 接 し 、 し か も
基 台 の 側 板 部 に 形 成 さ れ た 折 曲 片 に 対 し て 折 曲 係 合 部 が 係 合 し た 状 態 で 、 基 台 に 嵌 合 維 持
部 材 が 取 付 け ら れ る の で 、 基 台 の 内 部 の 収 容 空 間 を 狭 め る こ と な く 、 基 台 に 対 し て 嵌 合 維
持 部 材 を 取 り 外 れ な い 状 態 で 取 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 嵌 合 維 持 部 材 は 、 そ の 下 面 が
開 口 し た 形 状 で あ っ て 、 弾 性 復 元 力 に よ り 前 記 蓋 体 の 天 壁 部 の 裏 面 を 押 圧 す る 蓋 体 押 圧 部
と 、 該 蓋 体 押 圧 部 の 両 端 に 延 設 さ れ て 、 前 記 基 台 の 側 壁 上 端 に 係 合 さ れ る 係 合 部 と 、 各 折
曲 係 合 部 に 連 設 さ れ て 、 前 記 基 台 の 側 壁 部 の 内 側 に 配 設 さ れ る 側 板 部 と か ら 成 る こ と を 特
徴 と し て い る 。 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 基 台 の 内 側 に お い て 、 嵌 合 維 持 部 材 は 基 台 の 内
側 面 に 沿 っ て い る の で 、 基 台 の 内 部 の 収 容 空 間 が 狭 め ら れ な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 嵌 合 維 持 部 材 は 、 基 台 の 外 側
に 取 付 け ら れ る も の で あ っ て 、 弾 性 復 元 力 に よ り 蓋 体 の 天 壁 部 の 裏 面 を 押 圧 す る 蓋 体 押 圧
部 と 、 前 記 基 台 の 側 壁 部 の 外 側 に 配 設 さ れ る 側 板 部 の 下 端 に 連 設 さ れ て 、 基 台 の 外 側 面 に
形 成 さ れ た 被 係 合 部 に 係 合 さ れ る 係 合 部 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。 請 求 項 ５
の 発 明 に よ れ ば 、 基 台 の 外 側 に 嵌 合 維 持 部 材 が 取 付 け ら れ る た め に 、 基 台 内 部 の 収 容 空 間
が 全 く 狭 め ら れ な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 嵌 合 維 持 部 材 は 、 基 台 の 開 口
を 覆 う 状 態 で そ の 外 側 に 配 置 さ れ て 、 弾 性 復 元 力 に よ り 蓋 体 の 天 壁 部 の 裏 面 を 押 圧 す る 蓋
体 押 圧 部 と 、 該 蓋 体 押 圧 部 の 両 端 に 連 設 さ れ て 、 基 台 の 両 側 壁 の 先 端 に 引 っ 掛 け ら れ る 引
掛 け 部 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。 請 求 項 ６ の 発 明 に お い て も 、 基 台 の 外 側 に
嵌 合 維 持 部 材 が 取 付 け ら れ る た め に 、 基 台 内 部 の 収 容 空 間 が 全 く 狭 め ら れ な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ の 発 明 は 、 基 台 と 蓋 体 と の 嵌 合 に よ り 内 部 に 配 線 ・ 配 管 材 を 収 容 し て 保
護 す る 保 護 カ バ ー で あ っ て 、 前 記 基 台 の 各 側 板 部 の 先 端 部 に は 、 非 変 形 状 態 で は 、 蓋 体 と
干 渉 す る と 共 に 、 蓋 体 と の 嵌 合 状 態 で は 、 前 記 側 壁 部 に お け る 嵌 合 部 よ り も 上 方 部 の 弾 性
変 形 に よ り 、 前 記 蓋 体 の 裏 面 に 当 接 し て 該 蓋 体 を 上 方 に 押 圧 す る こ と に よ り 両 者 の 嵌 合 を
強 固 と す る 押 圧 部 が 形 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と し て い る 。 請 求 項 ７ の 発 明 に よ れ ば 、 基
台 に 対 し て 蓋 体 を 押 し 付 け る と 、 基 台 の 各 側 壁 部 の 略 上 半 部 が 弾 性 変 形 さ れ て 、 基 台 に 対
し て 蓋 体 が 嵌 合 さ れ る 。 両 者 の 嵌 合 後 に お い て は 、 基 台 の 各 側 壁 部 の 略 上 半 部 の 弾 性 変 形
に よ り 、 基 台 の 各 側 壁 部 の 先 端 部 に 形 成 さ れ た 各 押 圧 部 が 蓋 体 の 裏 面 に 当 接 し て 、 該 蓋 体
を 上 方 に 押 圧 す る た め 、 基 台 と 蓋 体 と の 嵌 合 が 強 固 と な る 。 ま た 、 別 部 材 を 使 用 せ ず に 、
基 台 と 蓋 体 と を 強 固 に 嵌 合 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ８ の 発 明 は 、 請 求 項 ７ の 発 明 に お い て 、 前 記 押 圧 部 は 、 基 台 の 側 壁 部 の 先
端 部 に 斜 外 上 方 に 開 口 す る よ う に 断 面 略 Ｕ 字 状 に 形 成 さ れ た 部 分 で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴
と し て い る 。 請 求 項 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 基 台 の 各 側 壁 部 の 上 端 部 の 形 状 を 上 記 形 状 と す る
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こ と に よ り 、 簡 単 に 押 圧 部 を 形 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ９ の 発 明 は 、 基 台 と 蓋 体 と が 嵌 合 さ れ て 、 内 部 に 配 線 ・ 配 管 材 を 収 容 し て
保 護 す る 保 護 カ バ ー の 嵌 合 状 態 を 維 持 す る た め の 嵌 合 維 持 部 材 で あ っ て 、 前 記 嵌 合 維 持 部
材 は 、 前 記 基 台 の 上 方 に 臨 む よ う に 該 基 台 の 側 壁 に 係 合 す る 係 合 部 と 、 前 記 蓋 体 の 内 面 を
上 方 に 押 圧 す る 蓋 体 押 圧 部 と を 備 え 、 基 台 に 対 す る 蓋 体 の 嵌 合 時 に は 、 自 身 の 弾 性 変 形 又
は 基 台 側 壁 部 の 弾 性 変 形 に よ り 前 記 蓋 体 押 圧 部 が 基 台 の 底 壁 部 の 側 に 後 退 し て 前 記 嵌 合 を
可 能 に し 、 前 記 嵌 合 後 は 、 前 記 蓋 体 押 圧 部 が 原 形 状 に 復 帰 し よ う と す る 弾 性 復 元 力 に よ り
、 蓋 体 内 面 を 上 方 に 押 圧 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。 請 求 項 ９ の 発
明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 を 「 嵌 合 維 持 部 材 」 の 観 点 か ら 把 握 し た も の で あ っ て 、 「 請 求 項 １
」 の 発 明 と 実 質 的 に は 同 一 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 基 台 に 対 す る 蓋 体 の 嵌 合 時 に は 、 嵌 合 維 持 部 材 の 弾 性 変 形 又 は 基 台 側
壁 部 の 弾 性 変 形 に よ り 、 嵌 合 維 持 部 材 の 蓋 体 押 圧 部 が 基 台 底 壁 部 の 側 に 後 退 し て 、 基 台 と
蓋 体 と の 嵌 合 を 可 能 に し て お り 、 基 台 と 蓋 体 と の 嵌 合 後 に お い て は 、 両 者 の 嵌 合 を 可 能 に
す る た め に 弾 性 変 形 さ れ て い た 嵌 合 維 持 部 材 の 蓋 体 押 圧 部 が 原 形 状 に 復 帰 し よ う と す る 弾
性 復 元 力 に よ り 蓋 体 内 面 を 上 方 に 押 圧 す る 。 こ の 結 果 、 基 台 と 蓋 体 と の 嵌 合 状 態 が 強 固 と
な っ て 、 こ の 嵌 合 状 態 が 長 期 に 亘 っ て 維 持 さ れ る と 共 に 、 基 台 側 に 嵌 合 維 持 部 材 が 取 付 け
ら れ て い る た め 、 施 工 中 、 或 い は 施 工 後 に お い て 、 基 台 か ら 嵌 合 維 持 部 材 が 取 り 外 れ な く
な る と 共 に 、 基 台 に 対 す る 蓋 体 の 嵌 合 を 支 障 な く 行 え る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 実 施 例 を 挙 げ て 、 本 発 明 を 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 保 護 カ バ
ー 装 置 の 分 解 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は 、 保 護 カ バ ー Ａ 1  の 基 台 Ｖ に 対 し て 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  

が 取 付 け ら れ た 状 態 の 斜 視 図 で あ り 、 図 ３ は 、 保 護 カ バ ー Ａ 1  の 基 台 Ｖ に 対 し て 多 数 の 嵌
合 維 持 部 材 Ｍ 1  が 所 定 間 隔 を お い て 取 付 け ら れ て 使 用 さ れ る 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図
４ （ イ ),（ ロ ） は 、 基 台 Ｖ に 対 し て 蓋 体 Ｃ を 嵌 合 さ せ る 前 後 に お け る 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  の
変 形 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。 最 初 に 保 護 カ バ ー Ａ 1  に つ い て 説 明 し 、 そ の 後 に 、 該 保 護 カ
バ ー Ａ 1  の 基 台 Ｖ に 取 付 け ら れ る 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 例 の 保 護 カ
バ ー Ａ 1  は 、 エ ア コ ン 用 冷 媒 管 を 収 容 し て 、 建 物 の 壁 面 に 露 出 状 態 で 取 付 け ら れ る も の で
あ っ て 、 該 壁 面 に 固 定 さ れ る 基 台 Ｖ と 、 こ れ に 覆 蓋 状 態 で 嵌 合 さ れ る 蓋 体 Ｃ と で 構 成 さ れ
る 。 こ の 基 台 Ｖ と 蓋 体 Ｃ と は 、 い ず れ も 樹 脂 の 押 出 成 形 品 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 基 台 Ｖ は 、 底 壁 部 １ と 、 そ の 幅 方 向 の 両 端 に 起 立 し て 一 体 に 設 け ら れ た 側 壁 部 ２
と か ら 成 っ て 、 そ の 上 面 が 開 口 し て い る 。 前 記 側 壁 部 ２ は 、 そ の 高 さ 方 向 の 中 央 部 が 内 方
に 向 け て 僅 か に 突 出 す る よ う に し て 、 横 断 面 視 に お い て わ ん 曲 さ れ て お り 、 そ の 上 端 部 は
、 内 側 の 斜 下 方 に 向 け て 折 り 曲 げ ら れ た 折 曲 片 ３ と な っ て い る 。 こ の た め 、 各 側 壁 部 ２ の
高 さ 方 向 の 中 央 部 の 外 側 面 は 、 長 手 方 向 に 沿 っ て 凹 状 に 形 成 さ れ て 、 こ の 凹 状 部 分 に 、 長
手 方 向 に 一 定 間 隔 を お い て ズ レ 止 突 起 ４ が 設 け ら れ て お り 、 該 ズ レ 止 突 起 ４ の 直 下 に は 、
鉤 状 を し た 基 台 側 嵌 合 部 ５ が 、 斜 下 方 を 向 い た 状 態 で 長 手 方 向 に 連 続 し て 設 け ら れ て い る
。 ま た 、 基 台 Ｖ の 各 側 壁 部 ２ は 、 そ の 高 さ 方 向 の 中 央 部 が 最 も 内 側 に 突 出 す る よ う に わ ん
曲 し て い て 、 各 側 壁 部 ２ の 内 側 の 最 も 突 出 し た 面 は 、 互 い に 対 向 す る 平 面 部 ６ と な っ て い
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 方 、 蓋 体 Ｃ は 、 そ の 全 体 形 状 が 逆 Ｕ 字 状 に わ ん 曲 さ れ て い て 、 わ ん 曲 形 状 の 天 壁 部 ７
の 両 側 に 側 壁 部 ８ が 下 方 に 向 け て 連 設 さ れ て 、 そ の 下 面 が 開 口 し て い る 。 前 記 各 側 壁 部 ８
の 内 側 面 の 下 端 よ り も 僅 か に 上 方 の 部 分 に 、 前 記 基 台 Ｖ の ズ レ 止 突 起 ４ と 対 応 す る 別 の ズ
レ 止 突 起 ９ が 長 手 方 向 に 沿 っ て 所 定 間 隔 を お い て 設 け ら れ 、 前 記 各 側 壁 部 ８ の 下 端 で あ っ
て 、 前 記 ズ レ 止 突 起 ９ の 直 下 の 部 分 に は 、 鉤 状 を し た 前 記 基 台 側 嵌 合 部 ５ と 相 互 に 嵌 合 し
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合 う 同 じ く 鉤 状 の 蓋 体 側 嵌 合 部 １ １ が 、 斜 上 方 に 向 け た 状 態 で 長 手 方 向 に 沿 っ て 連 続 し て
設 け ら れ て い る 。 基 台 Ｖ 及 び 蓋 体 Ｃ の 各 ズ レ 止 突 起 ４ ， ９ は 、 そ の 押 出 成 形 時 に お い て 、
外 周 面 に 対 応 す る 突 起 が 形 成 さ れ た 回 転 体 を 基 台 Ｖ 及 び 蓋 体 Ｃ の 該 当 部 位 に 当 接 さ せ な が
ら 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 基 台 Ｖ 及 び 蓋 体 Ｃ の 成 形 時 に 同 時 成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 前 記 基 台 Ｖ と 蓋 体 Ｃ と は 、 図 １ 及 び 図 ４ （ ロ ） に 示 さ れ る よ う に 、 基 台 Ｖ を 壁 面
に 固 定 し て 、 そ の 内 部 に エ ア コ ン 用 冷 媒 管 Ｐ を 収 容 し た 状 態 で 、 基 台 Ｖ の 直 上 か ら 蓋 体 Ｃ
を 押 し 込 む と 、 鉤 状 を し た 基 台 側 及 び 蓋 体 側 の 各 嵌 合 部 ５ ， １ １ の 嵌 合 直 前 に お い て 、 基
台 Ｖ の 各 側 壁 部 ２ が 僅 か に 内 方 に 弾 性 変 形 さ れ る と 共 に 、 蓋 体 Ｃ の 各 側 壁 部 ８ が 僅 か に 外
方 に 弾 性 変 形 さ れ て 、 蓋 体 側 嵌 合 部 １ １ が 基 台 側 嵌 合 部 ５ を 通 過 す る と 、 弾 性 変 形 し て い
た 基 台 側 及 び 蓋 体 側 の 各 側 壁 部 ２ ， ８ が 現 形 状 に 復 元 し て 、 両 嵌 合 部 ５ ， １ １ が 互 い に 嵌
合 さ れ る と 同 時 に 、 基 台 Ｖ 及 び 蓋 体 Ｃ の 各 ズ レ 止 突 起 ４ ， ９ が 相 互 に 嵌 合 さ れ て 、 基 台 Ｖ
と 蓋 体 Ｃ と が 長 手 方 向 に ズ レ な く な る 。 こ の よ う に し て 、 基 台 Ｖ と 蓋 体 Ｃ と が 嵌 合 さ れ て
も 、 太 陽 熱 等 が 原 因 で 基 台 Ｖ 又 は 蓋 体 Ｃ が 熱 変 形 し た り 、 或 い は こ れ に 衝 撃 力 が 作 用 し た
り し た 場 合 に は 、 基 台 Ｖ と 蓋 体 Ｃ と の 嵌 合 が 外 れ る こ と が あ る の は 、 「 背 景 技 術 」 の 項 目
で 説 明 し た 通 り で あ る 。 な お 、 本 発 明 に 係 る 保 護 カ バ ー 装 置 に お い て は 、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ

1  の 作 用 に よ っ て 、 基 台 Ｖ と 蓋 体 Ｃ と の 嵌 合 力 が 高 め ら れ る た め に 、 上 記 ズ レ 止 突 起 を 設
け な く て も 、 両 者 の 長 手 方 向 に 沿 っ た ズ レ が 生 じ な い 場 合 に は 、 前 記 各 ズ レ 止 突 起 ４ ， ９
は 、 設 け る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 に お い て は 、 基 台 Ｖ と 蓋 体 Ｃ と の 嵌 合 状 態 を 維 持 す る た め の 種 々 の 嵌 合
維 持 部 材 Ｍ 1  ～ Ｍ 4  が 使 用 さ れ る 。 第 １ 実 施 例 の 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  は 、 図 １ な い し 図 ４ に
示 さ れ る よ う に 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 か ら 成 る 帯 状 を し た 金 属 薄 板 材 を 、 弾 性 変 形 可 能 な よ う
に わ ん 曲 成 形 し た も の で あ っ て 、 基 台 Ｖ の 内 部 に 収 容 状 態 で 取 付 け ら れ る 。 嵌 合 維 持 部 材
Ｍ 1  は 、 基 台 Ｖ の 底 壁 部 １ に 当 接 す る 底 板 部 ２ １ と 、 該 底 板 部 ２ １ の 両 端 が 起 立 状 態 で 上
方 に わ ん 曲 さ れ た 各 側 板 部 ２ ２ と 、 各 側 板 部 ２ ２ の 上 端 が 内 側 に 向 け て 水 平 に わ ん 曲 さ れ
て 、 こ の 水 平 に わ ん 曲 さ れ た 部 分 の 中 央 部 が 、 更 に 斜 外 上 方 に 向 け て 折 り 曲 げ ら れ た 折 曲
係 合 部 ２ ３ と 、 該 折 曲 係 合 部 ２ ３ か ら 斜 外 上 方 に 向 け て 延 設 さ れ て 、 使 用 時 に お い て 前 記
蓋 体 Ｃ の 天 壁 部 ７ の 裏 面 を 押 圧 す る 蓋 体 押 圧 部 ２ ４ と の ４ つ の 各 部 分 で 構 成 さ れ て 、 左 右
対 称 形 状 に な っ て い る 。 こ の 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  は 、 金 属 薄 板 材 を 上 記 の よ う に わ ん 曲 、 或
い は 折 曲 成 形 し た 状 態 に お い て 、 そ の 全 体 が 弾 性 変 形 可 能 と な っ て 、 「 バ ネ 性 」 を 有 し て
い る 。 ま た 、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  の 底 板 部 ２ １ に は 、 保 護 カ バ ー Ａ 1  の 基 台 Ｖ を 建 物 の 壁 面
に 固 定 す る の に 使 用 さ れ る ビ ス Ｂ が 貫 通 さ れ る 貫 通 孔 ２ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 基 台 Ｖ の 両 側 壁 部 ２ を 外 方 に 拡 開 さ せ た 状 態 で 、 そ の 内 部 に 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  

の 底 板 部 ２ １ 及 び 両 側 板 部 ２ ２ を 収 容 し て 、 前 記 拡 開 を 開 放 す る と 、 図 ２ 及 び 図 ４ （ イ ）
に 示 さ れ る よ う に 、 そ の 底 板 部 ２ １ 及 び 両 側 板 部 ２ ２ は 、 基 台 Ｖ の 底 壁 部 １ 及 び 側 壁 部 ２
の 平 面 部 ６ に そ れ ぞ れ 当 接 す る と 共 に 、 そ の 折 曲 係 合 部 ２ ３ は 、 基 台 Ｖ の 折 曲 片 ３ を 覆 う
よ う に し て 、 該 折 曲 片 ３ に 係 合 さ れ て 、 そ の 蓋 体 押 圧 部 ２ ４ は 、 基 台 Ｖ の 開 口 か ら 僅 か に
突 出 し た 状 態 と な る 。 ま た 、 図 ４ （ イ ） に 示 さ れ る よ う に 、 基 台 Ｖ に 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  を
取 付 け た 状 態 に お い て 、 そ の 蓋 体 押 圧 部 ２ ４ は 、 基 台 Ｖ に 嵌 合 さ れ る 蓋 体 Ｃ と 干 渉 す る 位
置 に あ る （ 換 言 す れ ば 、 基 台 Ｖ に 蓋 体 Ｃ を 嵌 合 さ せ る と 、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  は 、 そ の 蓋 体
押 圧 部 ２ ４ が 蓋 体 Ｃ の 天 壁 部 ７ の 裏 面 を 押 圧 し た 状 態 で 、 全 体 が 僅 か に 弾 性 変 形 さ れ る ）
。 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 こ の 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  は 、 基 台 Ｖ の 内 部 に 所 定 間 隔 を お い て 取
付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の た め 、 前 記 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  を 使 用 し て 、 エ ア コ ン 用 冷 媒 管 Ｐ の 配 管 を 行 う に は 、
以 下 の よ う に し て 行 わ れ る 。 ま ず 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 保 護 カ バ ー Ａ 1  の 基
台 Ｖ の 底 壁 部 １ に 設 け ら れ た 貫 通 孔 １ ２ と 、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  の 貫 通 孔 ２ ５ と が 合 致 す る
よ う に し て 、 該 基 台 Ｖ 内 に 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  を 上 記 の よ う に し て 取 付 け て お い て 、 該 基 台
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Ｖ を 建 物 の 外 壁 に 、 所 定 方 向 に 沿 わ せ て 配 置 し て 、 基 台 Ｖ 及 び 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  の 各 貫 通
孔 １ ２ ， ２ ５ に ビ ス Ｂ を そ れ ぞ れ 貫 通 さ せ て 、 基 台 Ｖ を 建 物 の 外 壁 Ｗ に 固 定 す る 。 次 に 、
基 台 Ｖ の 内 部 に エ ア コ ン 用 冷 媒 管 Ｐ を 収 容 し 、 そ の 後 に 、 外 壁 Ｗ に 固 定 さ れ た 基 台 Ｖ の 開
口 側 か ら 蓋 体 Ｃ を 押 し 付 け て 覆 蓋 さ せ る と 、 上 記 し た よ う に し て 、 基 台 側 及 び 蓋 体 側 の 各
嵌 合 部 ５ ， １ １ が 互 い に 嵌 合 さ れ る と 同 時 に 、 基 台 Ｖ 及 び 蓋 体 Ｃ の 各 ズ レ 止 突 起 ４ ， ９ が
そ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 干 渉 し な い 位 置 に 配 置 さ れ て 、 基 台 Ｖ に 対 し て 蓋 体 Ｃ が 覆 蓋 状 態 で
嵌 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 上 記 の よ う に し て 、 内 部 に 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  が 取 付 け ら れ た 基 台 Ｖ に 対 し て 蓋
体 Ｃ が 覆 蓋 状 態 で 嵌 合 さ れ る と 、 図 ４ （ イ ),（ ロ ） に 示 さ れ る よ う に 、 蓋 体 Ｃ が 嵌 合 維 持
部 材 Ｍ 1  の 蓋 体 押 圧 部 ２ ４ を 下 方 に 押 圧 す る と 共 に 、 基 台 Ｖ の 両 側 壁 部 ２ が 内 方 に 向 け て
変 形 さ れ る こ と に よ り 、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  は 、 蓋 体 押 圧 部 ２ ４ を 主 体 に し て 、 そ の 全 体 が
弾 性 変 形 さ せ ら れ て 、 該 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  は 僅 か に 基 台 Ｖ の 底 壁 部 １ 側 に 後 退 さ せ ら れ る
。 こ の 結 果 、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  の 復 元 力 に よ っ て 、 そ の 両 上 端 の 各 蓋 体 押 圧 部 ２ ４ が 、 蓋
体 Ｃ の 天 壁 部 ７ の 裏 面 を 押 圧 し て 、 互 い に 嵌 合 し て い る 基 台 側 及 び 蓋 体 側 の 各 嵌 合 部 ５ ，
１ １ に 前 記 押 圧 力 Ｆ が 及 ん で 、 両 嵌 合 部 ５ ， １ １ の 嵌 合 状 態 が 強 固 と な る 。 特 に 、 上 記 し
た 第 １ 実 施 例 の 各 嵌 合 部 ５ ， １ １ は 、 鉤 状 に 形 成 さ れ て い る た め に 、 そ の 形 状 自 体 に よ っ
て 、 外 れ に く い 構 造 に な っ て い る た め に 、 前 記 押 圧 力 Ｆ の 嵌 合 状 態 を 強 固 に す る 作 用 と 相
俟 っ て 、 基 台 側 及 び 蓋 体 側 の 各 嵌 合 部 ５ ， １ １ の 嵌 合 状 態 は 確 実 と な っ て 、 長 期 間 に 亘 っ
て そ の 維 持 が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 方 、 何 ら か の 必 要 に よ り 、 基 台 Ｖ か ら 蓋 体 Ｃ を 取 り 外 す 場 合 に は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ
う に 、 基 台 Ｖ に 対 し て 蓋 体 Ｃ を 押 圧 さ せ る と 、 蓋 体 Ｃ の 両 側 壁 部 ８ が 外 方 に 向 け て 拡 開 さ
れ る と 共 に 、 基 台 Ｖ の 両 側 壁 部 ２ が 内 方 に 向 け て 僅 か に 押 し 倒 さ れ て 、 基 台 側 及 び 蓋 体 側
の 各 嵌 合 部 ５ ， １ １ の 左 右 及 び 上 下 の 両 方 向 に 離 間 し て 、 そ の 嵌 合 状 態 が 解 除 さ れ る 。 ま
た 、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  が 取 付 け ら れ て い る 部 分 に お い て 、 蓋 体 Ｃ の 取 外 し 作 業 を 行 う 場 合
に は 、 図 ５ で ２ 点 鎖 線 で 示 さ れ る よ う に 、 基 台 Ｖ の 内 部 に 取 付 け ら れ て い る 嵌 合 維 持 部 材
Ｍ 1  は 、 そ の 取 付 状 態 を 超 え て 更 に 弾 性 変 形 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 引 き 続 い て 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 上 記 し た 第 １ 実 施 例 と 同 一
部 分 に は 、 同 一 符 号 を 付 し て 図 示 の み 行 い 、 重 複 説 明 を 避 け て 、 第 １ 実 施 例 と 異 な る 部 分
に つ い て の み 説 明 す る 。 図 ６ に は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 2  の 使 用 状 態 が
示 さ れ て お り 、 こ の 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 2  は 、 前 記 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  と 異 な っ て 、 そ の 下 面 が
開 口 し た 形 状 と な っ て い て 、 弾 性 復 元 力 に よ り 蓋 体 Ｃ の 天 壁 部 ７ の 裏 面 を 押 圧 す る 蓋 体 押
圧 部 ３ １ と 、 該 蓋 体 押 圧 部 ３ １ の 両 端 に 連 設 さ れ て 、 前 記 基 台 Ｖ の 上 端 の 各 折 曲 片 ３ に 係
合 さ れ る 折 曲 係 合 部 ３ ２ と 、 各 折 曲 係 合 部 ３ ２ に 連 設 さ れ た 側 板 部 ３ ３ と の ３ つ の 部 分 で
構 成 さ れ て 、 同 じ く 左 右 対 称 形 状 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 図 ６ （ イ ） に 示 さ れ る よ う に 、 基 台 Ｖ の 内 部 に 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 2  を 取 付 け た 状 態
で は 、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 2  の 各 側 板 部 ３ ３ は 、 基 台 Ｖ の 各 側 壁 部 ２ と 対 向 配 置 さ れ て 、 そ の
一 部 が 基 台 Ｖ の 平 面 部 ６ に 当 接 し て い る と 共 に 、 そ の 各 折 曲 係 合 部 ３ ２ は 、 基 台 Ｖ の 両 折
曲 片 ３ を 覆 っ た 状 態 で 、 こ れ に 係 合 さ れ て 、 更 に 、 そ の 蓋 体 押 圧 部 ３ １ は 、 基 台 Ｖ の 開 口
を 覆 っ て い る 。 ま た 、 図 ６ （ イ ） に 示 さ れ る よ う に 、 基 台 Ｖ に 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 2  を 取 付 け
た 状 態 で は 、 そ の 蓋 体 押 圧 部 ３ １ は 、 基 台 Ｖ に 取 付 け ら れ る 蓋 体 Ｃ と 干 渉 す る 位 置 に あ る
。 こ の た め 、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 2  が 取 付 け ら れ た 基 台 Ｖ に 対 し て 蓋 体 Ｃ を 嵌 合 さ せ る と 、 図
６ （ ロ ） に 示 さ れ る よ う に 、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 2  の 蓋 体 押 圧 部 ３ １ が 蓋 体 Ｃ に よ っ て 押 圧 さ
れ る と 共 に 、 基 台 Ｖ の 両 側 壁 部 ２ が 内 方 に 向 け て 変 形 す る こ と に よ り 、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 2  

は 、 弾 性 変 形 さ せ ら れ て 、 基 台 Ｖ の 底 壁 部 １ の 側 に 僅 か に 後 退 さ せ ら れ る 。 こ れ に よ り 、
弾 性 変 形 後 の 蓋 体 押 圧 部 ３ １ は 、 基 台 Ｖ に 対 し て 蓋 体 Ｃ の 天 壁 部 ７ の 裏 面 を 上 方 に 押 圧 す
る 。 そ し て 、 こ の 押 圧 力 Ｆ は 、 基 台 Ｖ と 蓋 体 Ｃ の 各 嵌 合 部 ５ ， １ １ の 嵌 合 状 態 を 強 固 に す
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る よ う に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 図 ７ に は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 の 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 3  の 使 用 状 態 が 示 さ れ て い る 。
こ の 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 3  は 、 前 記 し た 各 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1 ,Ｍ 2  と 異 な っ て 、 基 台 Ｖ の 外 側 に
取 付 け ら れ る も の で あ り 、 弾 性 復 元 力 に よ り 蓋 体 Ｃ の 天 壁 部 ７ の 裏 面 を 押 圧 す る 蓋 体 押 圧
部 ４ １ と 、 該 蓋 体 押 圧 部 ４ １ の 両 端 に 連 設 さ れ て 、 そ の 一 部 が 基 台 Ｖ の 上 端 の 折 曲 片 ３ の
上 面 に 当 接 す る 凹 状 部 ４ ２ と 、 該 凹 状 部 ４ ２ の 外 側 に 連 設 さ れ て 、 基 台 Ｖ の 側 壁 部 ２ の ほ
ぼ 上 半 部 の 外 側 に 当 接 さ れ る 側 板 部 ４ ３ と 、 該 側 板 部 ４ ３ の 下 端 に 、 内 側 に 折 れ 曲 が っ て
連 設 さ れ て 、 基 台 Ｖ の 外 側 面 に お け る ズ レ 止 突 起 ４ の 直 上 に 設 け ら れ た 凹 状 部 １ ３ に 係 合
さ れ る 係 合 部 ４ ４ と の ４ つ の 部 分 で 構 成 さ れ て 、 同 じ く 左 右 対 称 形 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 図 ７ （ イ ） に 示 さ れ る よ う に 、 基 台 Ｖ に 対 し て 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 3  を 取 付 け た 状 態
で は 、 基 台 Ｖ の 開 口 と 、 そ の 両 側 壁 部 ２ の 上 半 部 と が 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 3  に よ っ て 覆 わ れ て
、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 3  は 、 そ の 両 下 端 の 係 合 部 ４ ４ が 、 基 台 Ｖ の 凹 状 部 １ ３ に 係 合 さ れ て 、
基 台 Ｖ か ら 取 り 外 れ な く な っ て い る 。 ま た 、 図 ７ （ イ ） に 示 さ れ る よ う に 、 基 台 Ｖ に 嵌 合
維 持 部 材 Ｍ 3  を 取 付 け た 状 態 で は 、 そ の 蓋 体 押 圧 部 ４ １ は 、 基 台 Ｖ に 取 付 け ら れ る 蓋 体 Ｃ
と 干 渉 す る 位 置 に あ る 。 こ の た め 、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 3  が 取 付 け ら れ た 基 台 Ｖ に 対 し て 蓋 体
Ｃ を 嵌 合 さ せ る と 、 図 ７ （ ロ ） に 示 さ れ る よ う に 、 蓋 体 Ｃ に よ っ て 蓋 体 押 圧 部 ４ １ が 下 方
に 向 け て 押 圧 さ れ る と 共 に 、 基 台 Ｖ の 両 側 壁 部 ２ が 内 方 に 向 け て 変 形 す る こ と に よ り 、 嵌
合 維 持 部 材 Ｍ 3  は 、 そ の 中 央 部 の 蓋 体 押 圧 部 ４ １ を 主 体 に し て 、 ほ ぼ そ の 全 体 が 弾 性 変 形
さ れ て 、 基 台 Ｖ の 底 壁 部 １ の 側 に 向 け て 僅 か に 後 退 さ せ ら れ る 。 そ し て 、 弾 性 変 形 後 の 蓋
体 押 圧 部 ４ １ は 、 基 台 Ｖ に 対 し て 蓋 体 Ｃ の 天 壁 部 ７ の 裏 面 を 上 方 に 押 圧 し 、 こ の 押 圧 力 Ｆ
に よ っ て 、 基 台 Ｖ と 蓋 体 Ｃ の 各 嵌 合 部 ５ ， １ １ の 嵌 合 状 態 が 強 固 と な る 作 用 は 、 前 記 各 実
施 例 １ ， ２ と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 更 に 、 図 ８ に は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 の 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 4  の 使 用 状 態 が 示 さ れ て お り 、
図 ９ に は 、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 4  そ の も の が 示 さ れ て い る 。 こ の 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 4  も 、 基 台 Ｖ
の 外 側 に 取 付 け ら れ る も の で あ る が 、 そ の 開 口 の 部 分 に の み 取 付 け ら れ る 点 に お い て 、 前
記 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 3  と 異 な る 。 即 ち 、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 4  は 、 基 台 Ｖ の 開 口 を 覆 う 状 態 で 配
置 さ れ て 、 弾 性 復 元 力 に よ り 蓋 体 Ｃ の 天 壁 部 ７ の 裏 面 を 押 圧 す る 蓋 体 押 圧 部 ５ １ と 、 該 蓋
体 押 圧 部 ５ １ の 両 端 に 連 設 さ れ て 、 基 台 Ｖ の 両 折 曲 片 ３ の 先 端 に 引 っ 掛 け ら れ る 引 掛 け 部
５ ２ と 、 横 断 面 視 に お い て 前 記 引 掛 け 部 ５ ２ が 形 成 さ れ て い る 部 分 の 幅 方 向 の 中 央 部 を 上
方 に 切 り 起 こ し て 形 成 さ れ て 、 基 台 Ｖ の 両 側 壁 部 ２ の 上 端 部 の 内 方 に わ ん 曲 し た 部 分 の 外
側 に 当 接 さ れ る 当 接 板 部 ５ ３ と の ３ つ の 部 分 で 構 成 さ れ て 、 同 じ く 左 右 対 称 形 状 と な っ て
い る 。 こ の た め 、 蓋 体 押 圧 部 ５ １ の 両 端 に 形 成 さ れ る 各 引 掛 け 部 ５ ２ は 、 前 記 当 接 板 部 ５
３ を 切 り 起 こ し て い る た め に 、 そ の 中 央 部 が 欠 落 さ れ た 形 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て 、 基 台 Ｖ に 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 4  を 取 付 け た 状 態 で は 、 図 ８ （ イ ） に 示 さ れ る よ う に
、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 4  の 両 端 の 各 引 掛 け 部 ５ ２ が 、 基 台 Ｖ の 各 折 曲 片 ３ の 先 端 に 引 っ 掛 け ら
れ る と 共 に 、 そ の 当 接 板 部 ５ ３ が 、 基 台 Ｖ の 両 側 壁 部 ２ の 上 端 部 の 内 方 に わ ん 曲 し た 部 分
の 外 側 面 に 当 接 さ れ て 、 そ の 蓋 体 押 圧 部 ５ １ に よ っ て 、 基 台 Ｖ の 開 口 が 覆 わ れ て 、 そ の 蓋
体 押 圧 部 ５ １ は 、 基 台 Ｖ に 取 付 け ら れ る 蓋 体 Ｃ と 干 渉 す る 位 置 に あ る 。 こ の た め 、 嵌 合 維
持 部 材 Ｍ 4  が 取 付 け ら れ た 基 台 Ｖ に 対 し て 蓋 体 Ｃ を 嵌 合 さ せ る と 、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 4  は 、
蓋 体 Ｃ に よ っ て 、 そ の 蓋 体 押 圧 部 ５ １ が 下 方 に 向 け て 押 圧 さ れ る と 共 に 、 基 台 Ｖ の 両 側 壁
部 ２ が 内 方 へ 変 形 さ れ る こ と に よ り 、 蓋 体 押 圧 部 ５ １ を 主 体 に し て 、 そ の ほ ぼ 全 体 が 弾 性
変 形 さ れ て 、 そ の 復 元 力 に よ っ て 、 蓋 体 Ｃ を 基 台 Ｖ に 対 し て 上 方 に 押 圧 す る 。 こ の 押 圧 力
Ｆ は 、 基 台 Ｖ と 蓋 体 Ｃ の 各 嵌 合 部 ５ ， １ １ の 嵌 合 状 態 が 強 固 と な る よ う に 作 用 す る 。 な お
、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 2 ,Ｍ 3 ,Ｍ 4  に 関 し て は 、 基 台 Ｖ に 対 す る 取 付 け は 、 基 台 Ｖ に エ ア コ ン 用
冷 媒 管 Ｐ を 収 容 し た 後 に 行 う 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 ま た 、 図 １ ０ に は 、 「 基 台 と 蓋 体 と の 嵌 合 に よ り 内 部 に 配 線 ・ 配 管 材 を 収 容 し て 保 護 す
る 保 護 カ バ ー で あ っ て 、 前 記 基 台 に は 、 該 基 台 と 蓋 体 と の 嵌 合 状 態 に お い て 、 該 蓋 体 を 上
方 に 押 圧 す る こ と に よ り 両 者 の 嵌 合 を 強 固 と す る 押 圧 部 が 形 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す
る 保 護 カ バ ー 」 の 実 施 例 が 示 さ れ て い る 。 こ の 保 護 カ バ ー と し て は 、 「 前 記 基 台 の 押 圧 部
は 、 前 記 蓋 体 の 嵌 合 時 に は 、 自 身 の 弾 性 変 形 又 は 前 記 基 台 の 側 壁 部 の 弾 性 変 形 に よ り 、 該
基 台 の 底 壁 部 の 側 に 後 退 し て 前 記 嵌 合 を 可 能 に し 、 前 記 嵌 合 後 は 、 前 記 押 圧 部 が 原 形 状 に
復 元 し て 蓋 体 内 面 を 上 方 に 押 圧 す る 構 成 」 の も の が あ り 、 更 に 、 「 前 記 基 台 の 押 圧 部 は 、
該 基 台 の 側 壁 部 の 先 端 に 設 け ら れ て い る 構 成 」 の も の も あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 図 １ ０ に 示 さ れ る 保 護 カ バ ー Ａ 2  に つ い て 、 具 体 的 に 説 明 す る 。 こ の 保 護 カ バ ー
Ａ 2  は 、 基 台 Ｖ と 、 こ れ に 覆 蓋 状 態 で 嵌 合 さ れ る 蓋 体 Ｃ と か ら 成 っ て 、 前 記 基 台 Ｖ の 両 側
壁 部 ２ の 外 側 の 下 端 よ り も 僅 か に 上 方 の 部 分 に は 、 鉤 状 を し た 基 台 側 嵌 合 部 ５ が 設 け ら れ
て い る と 共 に 、 前 記 蓋 体 Ｃ の 両 側 壁 部 ８ の 下 端 部 に は 、 前 記 基 台 側 嵌 合 部 ５ と 嵌 合 す る 蓋
体 側 嵌 合 部 １ １ が 設 け ら れ 、 前 記 基 台 Ｖ の 両 側 壁 部 ２ の 先 端 部 に は 、 斜 外 上 方 に 開 口 し た
断 面 Ｕ 字 状 の 押 圧 部 １ ４ が 全 長 に 亘 っ て 一 体 に 設 け ら れ て 、 該 押 圧 部 １ ４ の 先 端 は 、 非 変
形 状 態 で は 、 蓋 体 Ｃ と 干 渉 す る 位 置 に あ る 。 よ っ て 、 基 台 Ｖ に エ ア コ ン 用 冷 媒 管 Ｐ を 収 容
し た 後 に 、 蓋 体 Ｃ を 覆 蓋 し て 嵌 合 さ せ る と 、 基 台 Ｖ の 前 記 押 圧 部 １ ４ の 先 端 が 、 蓋 体 Ｃ の
天 壁 部 ７ の 裏 面 に 当 接 し て 、 基 台 Ｖ の 両 側 壁 部 ２ の ほ ぼ 上 半 部 が 内 方 に 向 け て 弾 性 変 形 さ
れ る 。 こ の た め 、 基 台 Ｖ の 両 側 壁 部 ２ の 上 記 部 分 の 弾 性 復 元 力 に よ っ て 、 そ の 押 圧 部 １ ４
が 蓋 体 Ｃ の 裏 面 を 基 台 Ｖ に 対 し て 上 方 に 押 圧 し 、 そ の 押 圧 力 Ｆ に よ っ て 、 基 台 Ｖ と 蓋 体 Ｃ
と の 嵌 合 状 態 が 強 固 に さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 実 施 例 の 保 護 カ バ ー Ａ 2  は 、 別 部 材 を 使 用 せ ず に 、 基 台 Ｖ と 蓋 体 Ｃ と の 嵌 合 力 を 高
め る こ と が で き る と 共 に 、 基 台 Ｖ の 両 側 壁 部 ２ の 先 端 部 に 押 圧 部 １ ４ が 全 長 に 亘 っ て 設 け
ら れ て い る た め に 、 基 台 Ｖ と 蓋 体 Ｃ と の 嵌 合 力 が 一 層 大 き く な り 、 し か も 断 面 Ｕ 字 状 を し
た 押 圧 部 １ ４ は 、 そ の 開 口 が 斜 外 上 方 を 向 い て い る た め に 、 基 台 Ｖ 内 に エ ア コ ン 用 冷 媒 管
Ｐ を 収 容 す る 際 の 障 害 と な ら な い 。 な お 、 基 台 Ｖ の 側 壁 部 ２ の 先 端 部 に 設 け ら れ る 押 圧 部
の 形 状 を 起 立 形 状 に 近 づ け れ ば 、 弾 性 変 形 量 を 同 一 に し て 、 蓋 体 Ｃ に 対 す る 押 圧 力 を 高 め
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 更 に 、 図 １ １ に 示 さ れ る 実 施 例 は 、 蓋 体 Ｃ の 裏 面 に 所 定 間 隔 を お い て 複 数 の バ ネ 材 Ｓ が
取 付 け ら れ た も の で あ っ て 、 基 台 Ｖ に エ ア コ ン 用 冷 媒 管 Ｐ を 収 容 し た 後 に 、 該 基 台 Ｖ に 対
し て 蓋 体 Ｃ を 覆 蓋 状 態 で 嵌 合 さ せ る と 、 前 記 バ ネ 材 Ｓ の 下 端 は 、 基 台 Ｖ 内 に 収 容 さ れ た エ
ア コ ン 用 冷 媒 管 Ｐ に 当 接 し て 、 圧 縮 変 形 さ れ る 。 こ の た め 、 圧 縮 変 形 さ れ た バ ネ 材 Ｓ の 復
元 力 に よ っ て 、 蓋 体 Ｃ の 裏 面 は 、 基 台 Ｖ に 対 し て 上 方 に 押 圧 さ れ 、 こ の 押 圧 力 Ｆ が 、 基 台
Ｖ と 蓋 体 Ｃ と の 嵌 合 状 態 を 強 固 に す る 。 バ ネ 材 Ｓ は 、 蓋 体 Ｃ の 裏 面 に ビ ス 等 を 介 し て 取 付
け ら れ て い る た め に 、 建 物 の 壁 面 に お い て 配 管 作 業 を 行 う 場 合 に は 、 バ ネ 材 Ｓ は 落 下 し な
い の で 、 支 障 な く 作 業 を 行 え る 。 ま た 、 こ の バ ネ 材 Ｓ は 、 基 台 Ｖ に 収 容 さ れ る エ ア コ ン 用
冷 媒 管 Ｐ の 側 に 取 付 け て お い て も よ く 、 別 体 の バ ネ 材 を 、 蓋 体 Ｃ と エ ア コ ン 用 冷 媒 管 Ｐ と
の 間 に 介 装 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 上 記 各 実 施 例 の 保 護 カ バ ー は 、 い ず れ も 、 基 台 Ｖ と 蓋 体 Ｃ と が 別 体 と な っ て い て
、 両 者 は 、 左 右 の ２ 箇 所 で 嵌 合 す る 構 成 の も の で あ る が 、 基 台 と 蓋 体 と は 、 一 方 の 側 壁 部
に お い て ヒ ン ジ 連 結 さ れ て い て 、 他 方 の 側 壁 部 に お い て の み 、 両 者 が 嵌 合 さ れ る 構 成 の 保
護 カ バ ー に 対 し て も 、 本 発 明 は 実 施 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 更 に 、 上 記 各 実 施 例 に お い て は 、 基 台 Ｖ 及 び 蓋 体 Ｃ に 設 け ら れ る 各 嵌 合 部 ５ ， １ １ は 、
鉤 状 の も の で あ っ て 、 そ の 形 状 か ら し て 、 嵌 合 力 が 大 き い 利 点 が あ る こ と は 、 上 述 し た 通
り で あ る が 、 本 発 明 に お い て は 、 基 台 Ｖ と 蓋 体 Ｃ と の 各 嵌 合 部 の 形 状 は 、 上 記 鉤 状 に 限 定
さ れ ず 、 単 な る 凹 凸 構 造 で も 嵌 合 の 目 的 を 達 成 で き 、 如 何 な る も の で あ っ て も よ い 。 ま た
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、 基 台 と 蓋 体 と か ら 成 る 保 護 カ バ ー に 収 容 保 護 さ れ る 部 材 に 関 し て も 、 上 記 エ ア コ ン 用 冷
媒 管 以 外 の 給 排 水 湯 管 、 ガ ス 管 等 の 配 管 材 で あ っ て も よ く 、 更 に 、 電 線 等 の 配 線 材 で あ っ
て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 保 護 カ バ ー 装 置 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 保 護 カ バ ー Ａ 1  の 基 台 Ｖ に 対 し て 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  が 取 付 け ら れ た 状 態 の 斜 視 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 保 護 カ バ ー Ａ 1  の 基 台 Ｖ に 対 し て 多 数 の 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  が 所 定 間 隔 を お い て 取
付 け ら れ て 使 用 さ れ る 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ イ ),（ ロ ） は 、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  が 取 付 け ら れ た 基 台 Ｖ に 対 し て 蓋 体 Ｃ を 嵌 合
さ せ る 前 後 に お け る 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  の 変 形 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 1  が 取 付 け ら れ た 基 台 Ｖ と 蓋 体 Ｃ と の 嵌 合 を 解 除 す る 状 態 を 示 す
横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ イ ),（ ロ ） は 、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 2  が 取 付 け ら れ た 基 台 Ｖ に 対 し て 蓋 体 Ｃ を 嵌 合
さ せ る 前 後 に お け る 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 2  の 変 形 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ イ ),（ ロ ） は 、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 3  が 取 付 け ら れ た 基 台 Ｖ に 対 し て 蓋 体 Ｃ を 嵌 合
さ せ る 前 後 に お け る 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 3  の 変 形 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 （ イ ),（ ロ ） は 、 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 4  が 取 付 け ら れ た 基 台 Ｖ に 対 し て 蓋 体 Ｃ を 嵌 合
さ せ る 前 後 に お け る 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 4  の 変 形 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 嵌 合 維 持 部 材 Ｍ 4  の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 （ イ ),（ ロ ） は 、 押 圧 部 １ ４ が 一 体 成 形 さ れ た 基 台 Ｖ に 対 し て 蓋 体 Ｃ を 嵌 合 さ
せ る 前 後 に お け る 基 台 Ｖ の 変 形 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 （ イ ),（ ロ ） は 、 バ ネ 材 Ｓ を 使 用 し て 基 台 Ｖ に 対 し て 蓋 体 Ｃ を 嵌 合 さ せ る 前 後
に お け る バ ネ 材 Ｓ の 変 形 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 　 　 Ａ 1 ,Ａ 2  ： 保 護 カ バ ー
　 　 　 　 　 　 Ｂ ： ビ ス （ 固 定 部 材 ）
　 　 　 　 　 　 Ｃ ： 蓋 体
　 　 　 　 　 　 Ｆ ： 押 圧 力
　 　 Ｍ 1  ～ Ｍ 4  ： 嵌 合 維 持 部 材
　 　 　 　 　 　 Ｐ ： エ ア コ ン 用 冷 媒 管 （ 配 管 材 ）
　 　 　 　 　 　 Ｓ ： バ ネ 材 （ 嵌 合 維 持 部 材 ）
　 　 　 　 　 　 Ｖ ： 基 台
　 　 　 　 　 　 １ ： 基 台 の 底 壁 部
　 　 　 　 　 　 ２ ： 基 台 の 側 壁 部
　 　 　 　 　 　 ５ ： 基 台 側 嵌 合 部
　 　 　 　 　 １ １ ： 蓋 体 側 嵌 合 部
　 　 　 　 　 １ ４ ： 基 台 の 押 圧 部
　 　 　 　 　 ２ １ ： 嵌 合 維 持 部 材 の 底 板 部
　 　 　 　 　 ２ ２ ： 嵌 合 維 持 部 材 の 側 板 部
　 　 　 　 　 ２ ３ ： 嵌 合 維 持 部 材 の 折 曲 係 合 部
　 24,31,41,51 ： 蓋 体 押 圧 部
　 　 　 　 　 ２ ５ ： 貫 通 孔 （ 貫 通 部 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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